
寄
会
で
、
親
た
ち
が
交
替
で
監
視
の

た
め
に
寮

へ
泊
ま
り
こ
ん
だ
時
期

寄
宿
舎
の
存
廃
に
つ
い
て
は
、

は
、
「寮
を
廃
止
す
べ
き
だ
」
と
考

三
和
曰
　
結
論
か
ら
い
っ
て
、
寄

宿
舎
廃
上
に
賛
成
で
あ
る
。
義
務

教
育
で
は
、
親
も
と
か
ら
通
学
さ

い
と
思
う
。
廃
止
し
た
場
合
そ
こ

力
づ
く
り
の
意
味
か
ら
も
自
転
車

司
会
　
相
内
地
区
か
ら
の
意
見
で

い
る
地

域

の

人

た

ち

の
意

見

は

ど

れ

る

と

ど

う

し

て

も

親

と

子

の

対

に
親

が

責

任

を

も

っ
て

義

務

教

育

を

さ

せ

る

立

場

か

ら

も

通

学

さ

せ

自

分

の
責

任

を

先

生

方

に
転

嫁

し

雪

が

あ

る

の

で

自

転

車

通

学

は

で

宿
舎
は
廃
止
し
、
廃
止
後
の
通
学

こ
れ
は
、
地
域
全
体
の
問
題
で

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
全
体
の

問
題
と
し
て
積
極
的
に
意
見
を
出

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
全
寮
制
で

行
政
に
速
度
を
も
た
せ

さ
ら
に
努
力

成田 永吉さん

ほ1)広報ιチろ

工藤誠一郎

有馬 正年さん
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三
十
年
節
目
に
決
意
新
た

県
立
金
木
高
等
学
校
相
内
分
校
　
　
四
人
）
の
創
立
三
十
周
年
記
念
式

櫛楓儡が暇鶴

な
い
。
忍
耐
を
伴
う
四
年
間
の
高

し
い
伝
統
を
誇
り
と
し
、
ふ
る
さ

続
い
て
、
創
立
二
十
周
年
協
賛

「生
徒
数
の
減
少
が
余
儀
無
く
さ

本
村
の
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
お

は

っ
て
引
き
継
い
で
は
し
い
。
働

の
戦
い
″
に
も
勝
っ
た
証
で
も
あ

の
経
緯
と
協
力
者
へ
の
感
謝
の
こ



相内分校の

あ ゆ み 儡編朧
1日 相内中学校に併置 (昼間二部

相内小学校 1日鷲合に移蓄 (昼間

二部需Jを廃上し昼間だけ―となる0

第 1回事業式 (事業生 9名 )

県立金木高等学校相内分絞 (定

中心校 (定時牛1課程)廃止 どな

第34回 県高等学校定時制 。通信

制総合体育大会 (軟式野球優勝 )

第30回 全国高等学校定時 tll・ 違

昭和58年 9月 1¬ 自    ‐ ‐|

Ａ

、

同

窓

会

長

ら

に
感

謝

状

を

贈

口
工

妾
目
　
　
　
　
▽
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
佐
藤
与

▽
歴
代
主
任
　
主
事
　
教
頭
　
　
　
　
▽
特
別
感
謝
状
　
奈
良
源
悦

感

謝
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東 方 西 方 横綱 梶浦そわさん

一彙一〓〓一一一“一
（剛齢誕計測満叶仁川姫財三剣旗で
）
　
勧
ご
進
一九
・古＝湘
対鼎仮
担″

ま
だ
ま
だ

元
気
で
す

・
六
ｒ
に
当
た
り
ま
す
が
、
こ
の

六
十
二
人
）
で
、
昨
年
の
八
十
二

方
の
横
綱
に
、
西
方
の
横
綱
に
は
、

九
十
二
歳
の
梶
浦
そ
わ
さ
ん
が
顔

ま
た
、
葛
西
磯
吉

・
そ
よ
さ
ん

年 齢 生年月日

大  関 葛西 磯吉

奈良 長市

奈良 タヨ

葛西 はつ

小寺 やさ

大沢 およ

相沢長一郎

藤田 さき

萬谷 アサ

中島 まさ

岡本 タマ

後藤 リヨ

今 ハシメ

今  儀作

寺谷 武男

９３

９２

∞

９０

８９

８９

８８

８７

８７

８６

８６

８６

“

“

“

“

“

“

田

田

８３

田

８２

８２

”

８２

８２

８２

８２

磯松

相内

十二

相内

相内

相内

十三

十三

相内

相内

相内

相内

相内

氏   名 生年月日

十両 1

葛西 そよ

浜田和三郎

浜田 男茶

後藤 志わ

村山国四郎

秋田谷クニ

′
lヽ山内そど

近藤 イヨ

福島雷太郎

木村 兼三

十三

十三

相内

相内

十三

相内

十三

十三

十三

十二

十三

相内

相内
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ヽ
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口
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＝
Ｕ

肩

７

ｒ

■

‥条とさ
10月 1日 からスター ト

ミバヽ る
新婚永住には2万円

相内保育所で

交通安全パレード

農
協
組
合
長
に

葛
西
敬
太
郎
氏
を
選
任

利
用
再
編
対
策
ゃ
農
産
物
輸
入

の
自
由
化
の
問
題
、
さ
ら
に
は

畜
産
価
格
の
低
迷
と
二
年
続
き

の
冷
災
害
な
ど
、
大
き
な
カ
ベ

こ
の
よ
う
な
大
切
な
時
期
に
、

農
協
経
営
を
任
せ
ら
れ
る
こ
と

痛
感
し
て
い
る
と
同
時
に
、
こ

れ
ま
で
学
ん
だ
ぃ
さ
さ
か
な
経

験
を
生
か
し
て
、
難
局
打
開
に

一̈　　螂瘍　　　　　　　　不》　　　一　　　　　　̈̈

二
人
日
以
上
出
産
に
は

祝

金

１０

万

円

長
引
く
沿
岸
漁
業
の
不
振
や
三

年
続
き
の
冷
災
害
に
加
え
、
名
物

の
シ
ジ
ミ
漁
も
年
々
減
少
し
て
お

り
、
現
金
収
入
を
求
め
て
の
出
稼

ぎ
が
続
い
て
い
ま
す
。

村
で
は

「村
民
の
定
住
を
は
か

る
こ
と
が
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

っ
て
、
「
ふ
る
さ
と
定
住
対
策
条
例
」

こ
の

「
ふ
る
さ
と
定
住
対
策
条〔111機黎 準浦

牛
乳

一
本

⌒
二
百

ｃｃ
）
家
庭
に
配

農
林
水
産
加
工
か
ら
情
報
産
業

先
端
技
術
ま
で
、
新
し
い
技
術
の

地
ま
で
の
往
復
の
旅
費
と

一
日
千

五
百
円
の
助
成
金
を
出
す
こ
と
に

一
対
象
者
は
申
請
し
て

一

こ
の
条
例
で
は
、
出
産
祝
金
及

び
奨
励
金
ま
た
は
栄
養
食
品
を
受

り
、
村
長
は
、
そ
の
内
容
を
審
査

農
協
運
動
の
原
点
で
あ
る
″協

さ
ら
に
役
職
員
と
関
係
機
関
と

村
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

事
故
防
止
を
呼
び
か
け
た
相
内
保
育
所
の
よ
い
子
た
ち

か
わ
い
い
ね

沿
道
か
ら
大
き
な
拍
手

事
故
か
ら
守
ろ
う
Ｌ
パ
パ
安
全
運

転
お
ね
が
い
ね
」
な
ど
の
プ
ラ
カ

ー
ド
を
持

っ
た
お
父
さ
ん
や
お
母

ま
た
、
保
母
さ
ん
た
ち
が
心
を

園
児
に
も
、
沿
道
地
区
住
民
か
ら

大
き
な
拍
手
が
沸
き
、
途
中
、
パ

-35
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交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

７
３
３
日
で
ス
ト

ツ
プ

会

長

）
主

催

の
第

六

回

交

通

安

全

駅
伝

大

会

が

、

九

月

十

八

日

、
　

一

て
交

通

安

全

思

想

の
高

揚

啓

発

に

づ

く

り

と

、

村

民

相

互

の

親

善

を

津
典
明
会
長
が
、
「村
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
、
八

月
十
九
日
に
は
死
亡
事
故
ゼ
ロ
七

百
三
十
日
の
記
録
を
達
成
し
た
。

そ
の
数
日
後
に
は
、
不
幸
な
死
亡

事
故
が
発
生
し
、
こ
の
記
録
は
ま

れ
ば
な
ら
な
い
。
駅
伝
大
会
を
契

機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通

「交
通
事
故
を
こ
の
地
域

・
職
場

・
家
庭
か
ら
追
放
し
、
幸
福
で
健

し
、
好
天
の
下
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

開
会
式
に
は
七
チ
ー
ム
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第 6回交通安全駅伝大会

事
故
防
止
の
た
め
、
最
後
ま
で

一
生
け
ん
め
い
走
り
抜
い

て
下
さ
い
　
と
激
励
す
る
小
笠
原
精
治
郎
金
木
警
察
署
長

優
勝

競
技
結
課
は
次
の
と
お
り
で
す

▽

一
般
の
部
　
①
商

工
会

（中
島

小
倉
、
成
田
、
三
浦
ｍ
、
小
寺
、

一
般

の

部

・
商
工
会
チ
ー
ム

中
学
校
の
部

・
野
球
部
チ
ー
ム

三
和
個
、
浜
田
）
１
時
間
４２
分
３

秒
。
②
サ
ッ
カ
ー
部

（村
元
、
櫛

引
閣
、
笹
山
、
山
田
、
福
島
、
井

村
、
竹
谷
、
三
上
、
櫛
引
的
、
伊

南
）
１
時
間
４５
分
４６
秒
。
③
陸
上

崎
、
秋
田
谷
、
大
谷
、
福
士
、
藤

田
、
村
上
、
鳴
海
）
１
時
間
５０
分

ｍ
日
日
∪

義

（相
内
青
年
団
）
９
分
２７
秒
、

二
区
＝
小
倉
勝
彦
（商
工
会
）
１０
分

‐９
秒
＝
大
会
新
、
三
区
＝
成
田
勝

彦
（商
工
会
）
９
分
４９
秒
、
四
区
＝

工
藤
励

一
（相
内
分
校
）
９
分
３０

秒
。
五
区
＝
石
岡
和
人

（役
場
）

‐４
分
１
秒
、
六
区
＝
伊
藤
千
太
郎

（商
工
会
）
９
分
２６
秒
、
七
区
＝

上
野
潔

（青
年
団
）
１０
分
２‐
秒
、

八
区
＝
三
上
優

（青
年
団
）
６
分

４８
秒
、
九
区
＝
三
浦
秀
治

（商
工

会
）
９
分
４．
秒
＝
大
会
新
、
十
区

＝
三
和
敏
道

（商
工
会
）
１２
分
＝

中
学
校
の
部
　
一
区
＝
三
和
公

也

⌒
野
球
部
）
８
分
３８
秒
、
二
区

＝
藤
田
英
樹

（
野
球
部
）
Ｈ
分
１８

秒
、
三
区
＝
笹
山
博
康

（
サ
ッ
カ

ー
部
）
若
山
馨

（陸
上
部
）
９
分

１
秒
、
四
区
＝
中
山
克
彦

（野
球

部
）
８
分
４６
秒
、
五
区
＝
成
田
登

志
彦

（野
球
部
）
１３
分
５２
秒
＝
大

会
新
、
六
区
＝
三
和
道
春

（野
球

部
）
８
分
４３
秒
、
七
区
＝
相
川
聡

貴

（
野
球
部
）
１０
分
３
秒
、
八
区

＝
山
田
洋

一
（
野
球
部
）
７
分
１３

秒
、
九
区
＝
櫛
引
康
彦

（
サ
ッ
カ

ー
部
）
１０
分
８
秒
、
十
区
＝
伊
南

納

（
サ
ッ
カ
ー
部
）
‐２
分
１５
秒
＝
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ι
燿
乳
６
ｏ

沸
こ脅
球
ゎ

の
な
の
で
、
鎌
倉
時
代
や
室
町

に
し
て
も
専
門
家
の
鑑
定
を
い

確　　わ鶴“̈
獅櫛れ州廣牌協】

細
　
　
市
浦
村
の
海
運
関
係
を
調
べ
る

春
日
内
観
音
堂
の
変
遷

い
そ
ぎ
た

い
鑑
定

前
号
掲
載
の
竜
興
寺
址
出
土

の
全
銅
仏

（同
寺
に
鳥
居
奉
納

工
事
に
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
。

竜
興
寺
の
名
刹
跡
に
寛
文
九
年
　
　
　
祈
れ
ば
晴
る
る
峰
の
曇
り
も

（
一
六
六
九
、
津
軽
藩
四
代
信
　
　
　
い
つ
だ

っ
た
か
民
俗
調
査
に

政
時
代
）、
村
民
の
勧
請
に
よ
っ
　
　
来
訪
し
た
方
か
ら
、

「雨
乞
い

て

「飛
竜
宮
」
が
創
建
さ
れ
た
　
　
の
神
を
祀

っ
て
い
る
社
が
あ
り

藩
政
以
前
に
既
に
祀
ら
れ
て
い

日
内
の
地
域
に
あ
る
の
で
、
現

在
で
は

「春
国
内
観
音
堂
」
と

し
て
津
軽
三
十
二
霊
場
の
十
七

音
の
こ
だ
ま
す
る
霊
地
と
な

っ

よ

っ
て

一
時
廃
社
と
な
り
、
「春

か
ら
、
「春
国
内
観
音
堂
」
と
命

感
慨
無
量
ひ
と
し
お
の
情
を
禁

観
音
と
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

鞘
堂
は
相
当
古
い
り
っ
ば
な
も

十
七
番

の
札
所

野
を
も
過
ぎ
山
路
に
向
う
雨

こ
の
春
日
内
観
音
は
、
こ
の

っ
て
雨
乞
い
行
事
も
施
行
し
た

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
霊
験
あ

ら
た
か
な
神
や
仏
の
鎮
座
ま
し

ま
す
春
日
内
観
音
さ
ま
で
あ
り

今
泉
の
観
音
さ
ま
か
ら
の
巡

⑫

と
　
の
　
部

年
寄
り
の
子
は
賢
し
　
両
親
が

隣
り
の
ケ
ン
カ
ど
他
村
の
火
事

己
心
、
弥
次
馬
根
性
を
い
う
。

隣
り
の
香
ば
し
炒
ら
な
く
て
も

臓
り
知し
ら
ず
の
智
ル
協
　
弥
三

郎
節
に
へ
隣
り
知
ら
ず
の
ボ
ダ
餅

唄
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ボ
ダ
餅

ダ
餅
の
こ
と
を
夜
舟
と
い
う
。
こ

協
靱
痛
え
で
が
ら
織
な
る
　
準

備
の
な
い
こ
と
。
処
置
が
お
く
れ

鷹
サ
帥
覇
　
見
当
違
い
の
こ
と

（参
考
）
腹
痛
サ
膏
薬

協
相
に
も
ュ
か
の
コ
出
　
無
理
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未納保険料は

残っていませんか

11月 6日

正職員の採用試験

腑綽椰丁おしらせ

スピー ド違反 しないでねノ

村内の速度規制変更

学生募集∠′

青森職業口1練短期大学校

ご協力とおねがい

3分間のまごころ

自

川

行

雄

で

「秋
の
行
政
相
談
週
間
」
が
行

苦
情
や
意
見
、要
望
な
ど
を
聞
き
、

公
平

・
中
立
な
第
二
者
的
立
場
で

方
や
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
固
く
守
り
ま
す
。

週
間
中
も
自
宅
で
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
、
遠
慮
な
く
お
気

自
宅
住
所

六
六
番
地
の

一
号

瑕

□
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昔
少

年

９
勇
勇
駒
勇
勇
Ｋ
Ｋ
Ｋ

菫
里
か
な

ぬ
を
苔
月て
よ
う

Ｎ

Ｎ

囀

噸

斑

Ｎ

ヽ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

バイクの

自賠責保険 (共済 )

忘れていませんか

①

運
動
能
力
　
②

体

の
健
康
　
③

　
　
　
毎
日
の
生
活
の
中

に
体
を
動
か

社
会
性
　
④
情
緒

の
安
定
　
・⑤

知
　
　
す
遊
び
を
取
り
入
れ
た
り
、
日
曜

的
能
カ
ー
ー

。
　
　
　

　
　
　

　
　
　

日
な
ど
に
は
、
次

の
例

の
よ
う
な

運
動
と

い

っ
た
場
合
、
大
人
は
　
　
学
校
活
動
や
地
域
活
動
に
参
加
し

体
を
鍛
え
る
た
め
に
ジ

ョ
ギ

ン
グ
　

　

て
ヽ
子
供
を
戸
外

で
遊
ば

せ
る
よ

す
る
な
ど
、
健
康
や
体
力
づ
く
り
　
　
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
生
活
習
慣

子
供
は
外
で
遊
ば
せ
よ
う

子

供

を

戸

外

で

　

　

　

　

　

　

　

・
花

づ

く

り

、

野

菜

づ

く

り

▽
土

に
触

れ

さ

せ

る
　

　

　

　

　

　

　

　

に
住

む

生

物

の
観

察

。

・
は

だ

し

遊

び

、

ど

ろ

ん

こ
遊

び

　

　

ｏ
い
も

堀

り

、

山

菜

と

り

ン
性
が
受
け
て
女
性
に
も
広
く
利

も

し

、

無

保

険

（
無

共

済

）

で

死

傷

事

故

で

も

起

こ
し

た

ら

、

そ

れ

こ
そ

た

い

へ
ん

。

損

害

賠

償

額

無

保

険

（
無

共

済

）
状

態

で
乗

る

起
こ
し
た
場
合
に
損
害
賠
償
が
ス

自
賠
責
保
険
ま
た
は
、
自
賠
責
共

そ
の
代
理
店

（
バ
イ
ク

・
自
転
車

店
）
ま
た
は
農
業
協
同
組
合
に
お

の
手
段
と
し
て
考
え
ま
す
。
し
か

し
、
子
供
に
と
っ
て
の
運
動
は
ヽ

じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
夢
中
に
な

り
、
楽
し
く
面
白
く
体
を
動
か
す

キ
ン
グ
、
山
登
り
、
水
泳

●
キ
ャ
ン
プ
、
臨
海
学
校
、
林
間

学
校

子

供

た

ち

は

外

で
遊

ぶ

の
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